
登下校中 在校中 校外活動中 在宅中

陽光台東・南・西　　　　　　　　　　　 避難場所：吉原北中

④調査終了 巨大地震警戒・巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

③巨大地震警戒

《在校中に噴火警戒レベル４にとなった時》
　引き渡しを中止し、吉原北中へ避難を開始す
る。吉原北中で保護者へ引き渡す。

引き渡し
後の地区別

避難先

上表を原則とするが、市から各学校の対応に
ついて伝達があったときには、児童の引き渡
しや臨時休校とする場合がある。

通常どおり

R７　吉永第二小学校

※登下校中、引き返すかそのまま進むかが分かれる場所を、家庭ごと確認してください。

暴風・大雨・洪水等や地震・火山噴火の対応について

桑崎、石井、鵜無ケ淵１・２、間門　    避難場所：吉原三中

キーワード 情報発表条件

①調査中

通常
どおり

通常
どおり

通常
どおり

②巨大地震注意

 観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調
 査を開始した場合、または調査を継続している場合

Ｒ７．11．26改定

通常
どおり

原則
通常

どおり

原則
通常

どおり

原則
通常

どおり

原則
通常

どおり

下校中在校中登校中登校前（在宅）

在校中登校前（在宅）

◎６時半の時点で富士市に警報（大雨・暴

風・洪水）が発表されているとき

◎登校時刻に、近くで雷が鳴っているとき

①午前７時までに第一報を

②午前10時までに最終判断を

「マチコミ」「ライデン」で連絡

○時までに登校
注意して登校する

休校
自宅で過ごす

◎富士市に警報（大雨・

暴風・洪水）が発表予

想されるとき

◎近くで雷が鳴っている

とき

天気予報や状

況から判断

メール連絡

「マチコミ」

「ライデン」

警報が発表
①学校待機
②引取り要請

警報の発表前
①時間短縮
②早めの下校

家
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◎突発的に震度５弱以上の

地震が発生したとき
自
宅
待
機

保
護
者
引
渡
し
連
絡

原則、休校。保護者

の管理下で行動。

富士市では、震度5弱以上の地震が発生した場合、しばら

くの間、上下水道が使えなくなります。よって、上下水道が

復旧するまでは学校が休校となります。また、各家庭で必ず

水、食料、携帯トイレ等を備蓄しておいてください。

原
則
、
教
育
活
動
を

中
止
し
、
引
き
渡
す

保
護
者
引
渡
し

自
宅
待
機
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か
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に
避
難
す
る

学
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自
宅
待
機

保
護
者
引
渡
し
連
絡

◎突発的に震度４以下の

地震が発生したとき

危険を感じる揺れの場合

は保護者判断で自宅待機

安全を確認後、登校する

警
報
の
発
表
（
風
水
害
の
想
定
含
）

突
発
的
な
地
震
が
起
き
た
と
き

安全に十分に気を付けて

登校する
安全に十分に気を付けて

下校する

原則、通常どおり

安全確保を行う

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

◎噴火警戒レベル３に

引き上げられたとき 下校中在校中登校中登校前（在宅）

家
か
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学
校
待
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自
宅
待
機

保
護
者
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き
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絡

自宅待機※噴火経過レベル３から

発表される。

※噴火警戒レベルが３に

引き上げられた段階で、

富士市内の小中学校は

休校措置を取ることと

なっている。ご家庭で

は、避難の準備をして

おく。 【気象庁発表】
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富
士
山
噴
火
の
対
応

避難準備

自宅待機

※警報発令が予想される場合、前日の時点で給食の中止や簡略化を決定することがあります。天候の回復により登校となったとき、弁当を用意して

いただくこともあります。吉原北中学校区で協議して判断します。

※風雨が強いときなど、安全な登校が困難であるとご家庭で判断された場合には自宅待機とし、状況が改善されしだい、登校させてください。

その場合は、学校にご連絡ください。

※状況により、ご家庭への連絡が遅くなることがありますので、ご了承ください。

南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界において M8.0 以上の地震が発生

したと評価した場合（情報発表後7日以内に、南海トラフ沿いで巨大地震が発生

する確率は通常の100倍程度の状態）

南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM7.0以上M8.0未満の

地震や通常と異なるゆっくりすべりが発生したと評価した場合等（情報発表後7

日以内に、南海トラフ沿いで巨大地震が発生する確率は通常の数倍程度の状態）

◎南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を

開始した場合、状況に応じて以下のキーワードで南海トラフ臨時情報が発表されます。


